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Summary 
The characteristics of shear strength and vo1ume change of dynamically compacted 
soi1 were investigated experimentally， by means of the direct shear method unde1' a corト
stant normal st1'es. 
The following 1'esults we1'e obtain巴df1'om the expe1'iment. 
1) Within the 1'ange of smalle1' no1'mal st1'esses (<3 kgfcm2)， the maximum shea1' 
strength appeared at wate1' content somewhat lowe1' than the optimum. 
2) As normal st1'es increased， the statically compressive strai加nof t出hes叩01註1hav吋m
laねr、g炉e1泊凶n司1註itialvoid l'悶乱刻a創州tiobecame la似l'‘g併巴l'and she児 a訂l'、s坑t1'陀en時gt出hinc犯C口re凶as鉛edr陀屯百ema訂rka王偽ω計bl勾y人. 
3) The relation curve between void 1'atio and logarithmic no1'mal stress intersected 
the 1'elation curve between void ratio and loga1'ithmic shear st1'ength at 01' nea1' the point 
of the p1'ecompression stress， and under the condition simi1ar to ov巴rconsolidationhaving 
norma1 stress les than the st1'es of inte1'section (precompression st1'es)， shear st何時th
was la1'ger than normal stress. 
4) Di1atancy index a凶 verticaldisp1acement at fai1ure co1'1'esponded to the void 1'atio 



























Physica1 properties of soi1s Tab1e 1 
B 
Specific Gravity 
Liquid Limit (%) 



























































で求めた Ecが， ]IS A 1210の第 1方法のそれと等しくなるように暦数1，務下回数22とした.
またセン断試料の均質化を自的として，モーノレド下部に圧密リング (j鼠径 6cm，高さ 2cm)を
はめζむことができるようにして，モールド内でのセン断試料作成位置を一定とした.このよう
な締固めに対する締囲め曲線を Fig.2(ζ示す.ζの結果， i海試料共lと最適合水上i七ωopt は227ぢ前
後である.これより，試料の合水比 ω を ωopt と，乾燥側の10，14， 18形および湿潤側の26，
3096の6段階に調整し，前述のモーノレドとランマーを用いて， 1 J罷22聞の締固めを行ない， ζれ
をセン断試料とした.
セン断試験は在来型の下部可動裂の一証言セン断試験機を使用し，垂誼荷重ρはi標準圧密試験と






比 eとωの関係を Fig.3(乙示す.ei 曲線はそれぞれの含水状態の土の最もゆるい状態での 6を
速らねたものである. ζれは砂の相対密度を求める場合の最大関ゲキ比九日に相当するもので
あるが，本実験lと供試したような土で，かっ水分を含んでいる場合は，ことが凝集して厳密な意味
での emaxを求めることは不可能である.したがって， ζ こではそれぞれの合水状態の土の 2mm
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Fig.3. E釘ectof normal stress and water content on void ratio and compressive strain. 
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はωのi曽加につれて実質部の容積が小さくなって次第に大きくなる.これを動的に締閉めると，
edはいわゆる ωoptで最小となる.さらにそれにつづく静的な庄紡によって， ωopt 付近l乙比べて
乾燥側あるいは湿潤1lI1Jの圧縮最が大きくなり ecの減少が卓越してくる.
次1(，関ゲキ比の変化を圧縮ヒズミ sでみるために
ε -tf-eι ε・二~ ε _ _~d二空ム
id- ei ~ic-l 十 ei "'dc--1十ed
として，これらを同様1(Fig. 3 1(示す.tこだし，この場合ecは 1う=12.8 kg/ cm2での eを示し
ている.εid(ま動的締閤めによるヒズミであり，湿j閉鎖日の方が乾燥~11Jより大きいのは ， eiの差lと
もとづくものである .εdcは動的締閤めによるヒズミであり， ωopt よりやや乾燥側で最小値を示
す.εdc-ωAll*泉がこのような傾向になるのは，初期のi渇ゲキ比 ed (あるいは乾燥密度)の大小
と，圧縮に対する潤滑材としての水分量の多少の相乗効泉と考えられる 0) さらに Sicは eiを基
準にした ρ=12.8 kg/ cm2裁荷後までの金ヒズミ畳である.
このように，盛土材料となるような土では，その含水状態のちがいによって，動的あるいは静
的な締闘め効果が悲しく異る.
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Fig. 4. Void ratio-normal stress curves. 
3.2 セン断破壊時における試料の体轍変化
一面セン断試験のセン新応力7"，義蔵変位ι~水平変位 d"曲線において， τが最大依 7"f IC達




ために相対的に小さくなり， さらに 1うが一定の場合は， ιf-ω曲線は Fig.3の ec-ω曲線lζ
対応して eの小さい試料ほどその dVf は大きい僚を示じている.dげをそれぞれのpで圧縮
後の閥ゲキ比 ecとの関係でみたのが Fig.6である.すなわち， ρ=0.11湾/cm2では締屈めIl寺の
状態i乙支配されて， ω の増加と共1(ec (ま減少し，dVf は増加するが， ω opt以上になると再び ec
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Fig. 5. The relationships between normal stress， water content and vertical dis-
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Fig. 6. The relationships between normal stress， water content， void ratio and 
vertical displacem巴ntat failure. 
は増加し， 逆K.d.f は小さくなる.そして同じ ec の場合は， ωopt より湿潤側の方が飽和度が
大きいため dVf は小さい.ρ=12.8 kgj cm2 では静清重の増加によって ec は締盟め産後に比べ


















縮試験を行ない， D.I. について次のような結果を得ている13) すなわち，側庄が小さいほど D.I.
は大きくなり ，Srが場すにつれて小さくなる.また eが大きくなり側庄が大きいと D.I.は負
値を示すようになる.
本実験のように動的に締囲めた土の一頭セン誌r試験におけるセン断中の試料序さの増減から求
められる D.I.についての結果を Fig.7Iζ示す.動的締固めの場合は ω。"が存在し， ω。pt より
滋j間側ではpが一定の場合 ωの増加によって D.I.の僚は減少する. しかし，乾燥側では ω と
共に増加する.この傾向は Fig.5I乙示す d.f とほぼ曲線形が類似しており，さらに Fig.3の
ec- ω曲線に対抗している.また ωが一定の場合 pが大きいほど D.I.は小さくなる.つまり
d.fのと ζろで述べたように，pの大きさによって ec- ω曲線は動的締囲め後の曲線から静的な
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本実験における締閉め後の静的な庄縮によるりの変化を Fig.8I乙示す. これによれば， ρZ
2kg/cm2程度以下の比較‘的低応力領域では，前述のように ω opt よりやや乾燥側でりは最大値
10目
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Fig.8. E釘ectof normal stress and water content on shear strength. 
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密状態ではセン断産前の ω(あるいは e) とlogりは直線関係にあり，同じ ω と logρ との関
係でできる直線と王子行となり，かつ後者の直線が高応力部iζ佼i註することを凶によって示してい
る.このように logρ とlogりが ω との関係で平行な直線になるということは，りと iうがり=
αρ(α>0)なる関係にあるということである.
締閉め土の場合， Fig.9 Iζ示すように，ある庄縮降伏見;カ値あおよびそれにつづく誼線部を
有する ec~loglう曲線に対して ec-..-log 'if 曲線はζれと九あるいはその付近で交わる.この交点
より小さい 1うの領域では，'J lil線は p曲線よりとに位置し，締閉めによる内部応力のために
τJ>Pとなる.また交点より大きいρの{茨城では，1:1 曲線は p曲線より下に位置し，飽和土と
悶様lζ複線となるが，そのコウ配はρi路線より急となり τJ<Pとなる.したがって τJ=αρβ(α〉
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